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  人形交流の事例報告    
答礼人形「ミス三重」里帰りの取組み 
 
岩脇 彰 
 
 
 こんにちは。三重県から来ました岩脇と申します。ところで、今私が着ているのは「ミス三
重」の Tシャツです。久し振りに着ました。「ミス三重」のクリアーファイル、「ミス三重」の
一筆箋などのグッズもあります。これらを何のために作ったかといいますと「ミス三重」の里
帰りのお金集めのためです。「ミス三重」は、2009 年に里帰りを果たしました。魚次さんが報
告された「ミス岐阜」の里帰りは 1994 年のことですから、それに比べると三重県は遅い方で
す。「ミス三重」里帰りの時に、魚次さんから「後からやると色んなことが出来て良いねぇ」と
言われました。それこそ、各地で里帰りのイベントはなされていますから、それらを見て良い
所をどんどんもらったら良い訳です。本当に、後からやると良いですよ。 
 ミス三重は、2009年の 8月に三重県に帰って来て、まず県内の 4会場で展示をしました。そ
れから吉徳さんで修復をしていただいて、2010年 3月から 5月まで更に 10会場で展示をしま
した。だから全部で 14会場で里帰り展をしたことになります。その中にはライブハウスのよう
な会場もあるし、畳敷きの一軒家もあるし、色んな場所で展示会をしました。各地で、実行委
員会の方が、それぞれに工夫を凝らして展示をして下さったことになります。 
 各地の展示会で何を展示したかというと、まずアメリカのネブラスカ州に残っていた答礼人
形「ミス三重」はもちろん。それから、三重県には 200体の青い目の人形がアメリカから贈ら
れていますが、そのうちの 9体が現在も残っていて、それを一堂に集めて展示しました。そし
て私たちが作った展示パネルなども展示しました。それからネブラスカ州立博物館には、1927
年に日本の子どもたちが贈った手紙が残っていましたので、会場に関係のある手紙を選んで展
示をしました。レジメに日程が詳しく書いてありますのでご覧ください（第 1表）。 
 この里帰り展で私たちが大事にしたことをいくつか紹介します。 
 まず、全体のテーマは、「友情と平和の精神をふりかえり、
時代につなげよう」にしました。キーワードは「友情と平和」
です。その 2つを大事にしました。 
また、里帰りをどうしようかという初期の段階で、「香川
県親善人形の会」の石井雍大さんをお招きして、講演をして
頂きました。その時に石井さんが話された言葉がすごく心に
残りました。石井さんは「展示会をするだけだと市民にとっ
ては、1万ｍ上空を飛行機がサーッと通り過ぎた感じになり
ます。人形に代わって皆さんが市民への語り部になって下さ
い」と、「展示会だけではダメですよ」と言われました。じゃ
あ、どうしようかと会で考えました。そこで最初に、このよ
うな冊子を作りました（第 1図）。小さな冊子ですが、8ペー
ジでカラー版の冊子を作りました。内容は、答礼人形と青い
目の人形についてと、人形交流について、分かりやすく書き
第 1図 啓蒙用の小冊子 
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ました。小学校の低学年用と高学年用の二種類を作って、三重県の小学生全員に配りました。
小学生全員に配るので、用意したのは 15万部です。1部 13円で、だいたい 200万円ぐらいか
かりました。冊子の裏側に、この人形交流に協力的な松阪牛の会社の広告を入れることで経費
を出していただきました。それと県内すべての小学校に配布するので相当の郵送費もかかるの
ですが、教職員組合の配送システムがあり、それを使わせてもらって、経費をおさえて三重県
の小学生全員に冊子を配ることができました。 
この冊子を見て、興味を持ってくれる子が全体の半分いたら嬉しいですが、なかなか配られ
ただけのものは見ないのでスルーする子もたくさんいました。もちろん中には関心を持って、
展示会に来て下さった子もいます。 
スタッフをして下さった方が、この冊子を読んで、初めて人形交流について知ってもらえた
こともよかったです。 
作って良かったのは、紙芝居です（第 2図）。紙芝
居は、さきほどの冊子と違って、語り手が聞き手に面
と向かって読みますので、読む人も気持ちがこもる
し、上演にあたってさまざまな勉強や準備もするし、
聞き手とキャッチボールのようにもなりますし、よ
り聞き手の印象に残ります。各地の展示会で、紙芝居
を上演して、人形交流について知っていただくこと
ができました。今でもこの紙芝居は使われています。
さらに、三重テレビさんが、上手にナレーションと効
果音を入れてこの紙芝居のDVDを作って下さいまし
た。展示会が終わりかけの頃に、このDVDも三重県
の小学校全部に配布をしました。 
県内 14ヶ所の会場では、それぞれの地区の方が色々とアイデアを出して、展示をして下さい
ました。できる限り見るだけでなくみんなに参加してもらい、特に子どもたちに興味を持って
第 2図 作成した紙芝居 
第 1表 「ミス三重」里帰り関係の日程 
                                         
07.9   里帰りに向けた第 1回準備会（これ以降 5回の準備会を開催） 
08.3   「「ミス三重」の里帰りを実現させる会」発足 
     以降、月 1回のペースで全体会議を 11回開催 
09.8～9 『「ミス三重」里帰りと「お帰りなさい」展』を開催 
     県内 4か所で里帰りした「ミス三重」と県内の「青い目の人形」9体を展示 
     期間中 15,000人が来場 
09.8.   ギューリック 3世が菰野町と伊賀市を訪問し、「新・青い目の人形」を寄贈 
09.9～  展覧会を終え、「ミス三重」は吉徳人形店で修復作業に 
10.3～5 『「2010年 再び人形大使として」展』 
     県内 10会場で「ミス三重」と県内の「青い目の人形」9体を展示 
     期間中 30,000人が来場 
10.7   ネブラスカ大学州立博物館での『「ミス三重」修復展覧会』に会員 20名が参加 
     リンカーン市プレスコット小学校で交流 
11.5   伊賀市河合小学校からプレスコット小学校に「新・答礼人形」を贈呈     
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もらうようにしました。具体的にはぬりえコーナー、寄せ書き、絵手紙、コンピュータアート
などをしました。コンピュータアートは「ミス三重」の顔が、たくさんの人の笑顔を集める形
で描かれたものです（第 3図・第 4図）。第 3図に写っている方がこの企画を考えて下さいまし
たが、若い人の発想はすばらしいですね。里帰りの展示会には、このようにみんなで出来るこ
と、参加できることを考え、巻き込んでいくことができれば、本当に良いと思います。 
 
三重県も歌を作って歌いました。さっき聞かせて頂いた人形のミュージカルの歌は、すごく
良いですね。藤村さんが過去に作曲された「ぞう列車がやってきた」の続きの様な感じがしま
した。すばらしい歌だったので、愛知県でこれからこの歌が広がると良いと思いました。 
先ほどもご紹介しましたが、ネブラスカ州には、160通余りの手紙が残っています。1927年
の日本の子どもたちが書いた手紙です。茨城県からの手紙も入っていたのですが、ほとんどが
三重県の手紙です。この手紙を読むことで、たくさんの情報を得ることができました。どこに
人形が贈られたのか、その人形の名前が何だったのか、人形を贈ったのは誰だったのか、人形
をもらった時の子どもたちの様子や気持ち、答礼人形を贈りかえす時の子どもたちの様子や気
持ちなどが良く分かりました。その資料を整理しながら、私たちは、手紙を書いた人がまだご
存命ではないかを調べました。この時すでに手紙を送った年から 80年を超えていましたの
で、その時に小学校 6年生だった方でも 92歳です。もう居ないのではないかと思ったら、14
人がお元気でいらっしゃいました。 
私は、そのお一人からお手紙を頂きましたが、その方の筆跡が高等科の時に書かれた手紙と
まったく同じで、鳥肌が立つぐらいビックリしました。「ミス三重」が帰って来る年のお正月に、
この方が新聞の取材を受けられました。新聞に載ったのですが、この方の写真の後ろに習字が
貼ってあり、「平和」と書かれていました。あとで記者に聞きましたら、毎年、この方は書初め
をされるそうで、「ミス三重」が帰って来る年なので「平和」を選んだそうです。 
何人かのお年寄りの方にお話を聞きましたが、だいたいお話に共通しているのは、最初にア
メリカから届いた人形を見た時の嬉しさ、1銭硬貨を握りしめて答礼人形の募金に行ったこと、
出来上がった答礼人形の素晴らしさが出てくるのですが、その後で出てくるのは「あの戦争は
酷かった」という言葉です。三重県に贈られた人形は 200体ですが、残っているのは 9体です。
つまり 191体は、その戦争中に敵の人形として、捨てられたりしているのです。だから生存率
5％です。95％は亡くなっているのです。あの戦争で、「戦死」したのは人間だけではないので
す。 
第 3図 顔写真で作成した「ミス三重」 第 4図 コンピュータアート拡大 
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話をして下さった方たちも同じなのです。人形を歓迎した後で戦争に連れていかれたり、人
形をくれた国が落とした爆弾で亡くなったりしているのです。このようなことを経験されてい
るので、この方たちは、お互い生き残ったね、あの戦争を生き延びることができて良かったね
という気持ちをすごく持たれていることを実感できました。私たちが、この里帰りで伝えたか
ったのは、友情と平和ですが、私たちが伝えたかったことを、この方々が肉声で伝えて下さい
ました。 
そして、こういう絵本が作られました（第 5図）。絵本を作
られたのは、手紙を書かれた方のご遺族です。この手紙を書か
れた方は亡くなられていたのですが、そのお子さんにあたる姉
弟が今もお元気で、手紙を見て母親が帰ってきたみたいだと喜
んで下さいました。お姉さんが、この絵本を作られて、小学校
などで読み聞かせをされています。弟さんは、英語ができる方
なので、ネブラスカ州立博物館に英語でお礼状を書かれて、ネ
ブラスカの方が大変喜んで下さいました。その後、「ミス三重
の会」と一緒にネブラスカも行かれました。そして今では、ミ
ス三重の会とネブラスカとの連絡係をして下さっています。人形を通して、人がつながってく
ることを実感できたできごとでした。 
最後に、私たちミス三重の会と地域の取り組み、学校での取り組みが凄く上手に融合できた
例をご紹介します。忍者で有名な伊賀市に伊賀市立河合小学校（現在は阿山小学校）がありま
す。この小学校には、「青い目の人形」が残っていて、この人形を使って学習がされています。
3 年生が学習したことをもとに、学習発表会で人形交流の劇をしました。それが凄く好評で、
その劇を見た老人会の方が、私たちもやりたいと老人会で人形交流の劇を始められました。子
どもたちの活動が地域に広がったのですが、老人会の劇も好評で、伊賀市内で、うちでもやっ
て、うちでもやってと上演されるようになったのです。 
ちょうど「ミス三重」の里帰りにあわせて、ギューリック 3世さんが来て下さることになり、
三重県のどこを訪問してもらおうかという会議をした時に、私たちはこの学校を選びました。
そうしたら、私たちの期待を越えるような歓迎会をして下さ
いました。この時も老人会の方が劇をされました。写真は、
青い目の人形が船で来るところです（第 6 図）。次の写真は
劇に出てきた「答礼人形ミス三重」の役を撮ったところです（第 7図）。老人会の方ですから、
第 5図 絵本の表紙 
第 6図 ギューリックⅢ世歓迎会の様子 
第 7図 「ミス三重」役 
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ちょっとアップには出来ませんが（笑）着物の柄は、「答礼人形ミス三重」とそっくりです。よ
く同じ着物を見つけたと思うぐらいです。劇中では、特に兵隊の演技は迫力がありました。兵
隊を生で見ている方々なので、どれだけ傲慢で乱暴なのか良く知っていますから、迫真の演技
でした。 
ギューリック（3 世）さんは、この劇を見たり、子どもたちと接したりすることをとても喜
んで下さり、この学校に「新青い目の人形」をプレゼントして下さいました。そうしたら、小
学校は新しい人形の歓迎会をされましたが、この歓迎会がさらに凄い会でした。子どもたちが
総出演で発表をしてくれて、劇では軍人役でお父さんたちが友情出演されました。校長先生が、
「新青い目の人形」を持って会場内をずうっと歩かれて、来て下さった PTAの方たちに披露さ
れました。とっても良い風景でした。 
良い会になって良かったなと思っていたら、この学校はこれで終わらないのです。このよう
な本を先生たちが作られました（第 8図）。そしてこの絵本を売ってお金を集めました。子ども
達は、バザーをしてお金を集めました。何のためにお金を集めたかというと、「新青い目の人形」
をいただいたから、その返礼として「新答礼人形」を作られたのです。 
そして、校長先生を含め 3人の先生がネブラスカ州まで出
かけて、「新答礼人形」をプレゼントされました。私たち「ミ
ス三重の会」からも 3名が一緒に行きました。ミス三重の会
で交流しているネブラスカ州のプレスコット小学校に、「新
答礼人形」をプレゼントしました。プレスコット小学校でも、
とても歓迎して下さいました。河合小学校の先生が、人形の
事をアメリカの子どもたちに話をして、パワーポイントで日
本の自然や学校について紹介されました。プレスコット小学
校側では、代表の 3人の生徒さんが、扇子や和傘を持って踊
りを見せてくれました（第 9図）そして、最後に、プレスコ
ット小学校の全員が「It's a small world」の歌を踊りながら歌
ってくれました（第 10図）。 
三重県の一地方の学校が、私たちのミス三重の会とつなが
ることで、どのどん広がってアメリカまでつながることがで
きました。素晴らしい交流だと思います。今はインターネットがあるので、一度つながれば、
そして英語の出来る先生がいれば、簡単に交流は可能だと思います。 
三重県では、来年（2017年）に「ミス
三重」を再び里帰りさせます。6年ぐらい
前に里帰りさせたばかりなのですが、状
況が随分と変わってきたからです。人形
を持っている学校が 7校あるのですが、
そのうち 2校が廃校です。別の 2校が合
併して新しい名前の学校になっていま
す。河合小学校もそうです。ですから、
新しい学校とつながる必要があるという
ことです。もう一つは、ネブラスカ州立
博物館も職員さんが殆ど新しいメンバーになったので、その人たちとつながりたいという気持
ちもあります。それから、やはり思うのは 2027年の人形交流 100周年です。100周年にミス三
第 8図 河合小学校発行の絵本 
第 9図 プレスコット小学校での歓迎の様子 
40 
重の会の取り組みをつなげたい。その
ためには、6年前に里帰りをさせたメン
バーが元気なうちに90年をやっておき
たい。その中に若い人にどんどん入っ
てもらって、10年先に育ってもらいた
いという願いがあります。そのような
わけで、これから三重県もちょっと忙
しくなりますが、愛知の皆さんと一緒
に良い里帰りが出来るように頑張りた
いと思います。どうも、ありがとうござ
いました。 
  
第 10図 「It's a small world」の合唱 
 
41 
  答礼人形を里帰りさせる会の今後の取り組み    
「ミス愛知」「ミス名古屋」里帰り活動の内容と今後の展開について 
 
小野 喜明 
 
 
答礼人形を里帰りさせる会（愛知）の会長の小野でございます。 
さて、「ミス愛知」の里帰りさせる会は、当会の事務局におられます夏目勝弘先生のご指導を
いただきながら、このような里帰りに向けた活動を丸 3 年行っております。来年 2017 年の日
米人形交流 90周年の節目に向けて、「ミス愛知」を愛知県に里帰りさせたいと準備をしており
ます。愛知県は広いですので、県内 4か所で、来年の 7月に豊川、岡崎、一宮、名古屋と廻る
ことをほぼ決めさせていただき動いております。愛知県各地のこの運動の活動をしていただけ
るボランティア、スタッフの方たちと一緒に、その地域においてどのように展示をするか、ど
のように協力していくかという事を、悩み、議論しながら活動をしております。今回の里帰り
運動は、民間でおこなっていることもあり、今回も公的施設ではなく、愛知大学の講堂を会場
に使わせていただきました。私ども民間の人間が、公的な施設にいきますと、「半年前でないと
予約は出来ない」ということを言われてしまいます。実は 2017年 7月の丁度 1年前になるの
で、ようやく公的に施設の予約ができる時期になりました。ですから、里帰り展は博物館のよ
うな公的施設で行うことが原則なのですが、その詳細については、これから皆さんにお知らせ
することが出来るようになったと言うのが、今の状態です。里帰り展は大きな事業になるので、
早め早めに決めて、早くアピールをして、早く募金活動をしたいのですが、なかなか上手くい
かなくて、地区の皆さんの本当に献身的な行動によって、それぞれ展覧会をしようと考えてい
る施設の人と親しくなっていただいて、なんとか内々に了承をいただく形で進めて参りました。
今でも企画の詳細がなかなか決まらないような宙ぶらりんの状態ではありますが、そのように、
一歩一歩地域の方と一緒にやっていただいております。 
今日は愛知大学様で、会の正式発足早々にこのようなシンポジウムを行うことが出来ました。
近藤先生はじめ関係者の皆様、本当にありがとうございました。大変に良いイベントになりま
した。そして、もう一度、今度は年内に名古屋地区でシンポジウムを、次は里帰りさせる会の
主催で行いたいと思っております。 
今日は、沢山の方にお越し頂き、青い目の人形、答礼人形を PRすることが出来ました。 
この東三河地区には現在でも青い目の人形が多く残されていますが、残念ながら名古屋では
青い目の人形は発見されておりません。私たちの活動を通じて、名古屋地域、尾張地域でも 1
体でも 2体でも発見されたら良いなと思っています。青い目の人形が残っていないこともあっ
て、なかなか関心度が低い愛知県の西部方面で次回の企画を開催して、この活動を一層盛り上
げたいと思っております。名古屋でのシンポジウムは 12 月 3 日に決まりましたが、場所等は
決まっておりません（後記：中京大学名古屋キャンパスで開催した）。そのときには藤村先生と
合唱団の皆様のテーマソングとミュージカルも披露できたらと思っています。 
そして、当会事務局の夏目先生と鈴木太さんには、各地の小学校での出前授業に日常的に出
掛けていただいております。子ども達は学校にありますから、青い目の人形については知って
いますが、答礼人形があったことは知らないことがあります。すでに出前授業は 3校終わって
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います。青い目の人形がある学校へ行って、子ども達に伝えることが、当面の私たちの会のミ
ッションだと思っています。出来たら、尾張地区、名古屋地区の小学校にも授業に行って、伝
えていきたいと思っています。 
三重県さん、岐阜県さんのように素晴らしい活動まで行きそうもありませんが、愛知県は愛
知県らしく、この活動を通じて、これを機会に、日米親善を皆さんと一緒にやって行けれれば
良いなと思っております。本日はありがとうございました。
